
（貸切バス）

有限会社みちのく観光バス

印

10 時 30 分～ 座学 時間

15 時 0 分迄 実技 時間

   実施場所 （必須）

  【初任運転者指導項目】 選任する前に全項目実施する。

□ □ 

□

□

□

□

□

□

□

※ 準初任運転者は運転経験車両より大型車に乗務する前に実施する

  【実施した具体的な指導内容】

※使用資料・・・「初任運転者に対する指導・教育テキスト」

4 月 15 日 - 初任診断・・・盛岡NASVA

4 月 16 日  ①②③ 基本、点検、安全の確保等 6 時間 0 分

4 月 17 日  ④⑤ 回避、安全性向上等 4 時間 0 分

4 月 17 日  ⑦ 実技訓練・・・岩手県内(南部) 4 時間 0 分

4 月 18 日  ⑦ 実技訓練・・・秋田県内(中部) 6 時間 20 分

4 月 18 日  ⑥ ドラレコによる指導教育 1 時間 0 分

4 月 19 日  ⑦ 実技訓練・・・岩手県内(県北) 6 時間 50 分

4 月 20 日  ⑦ 実技訓練・・・岩手県内(県北) 4 時間 45 分

※前職経験約８年から、運転方法に大きな問題は無し、過信禁物。止まれ表示や車間距離

 に注意し運行可能と判断、今後の乗務に当たり、大きな戦力となる。

※ １ 使用したテキスト、資料、ドライブレコーダーの記録等を添付する事。ドライブレコーダーの記録は３年間保存

３ 指導実施後、ドライブレコーダーの記録又は添乗等の方法により習得度の程度を確認し、必要に応じて指導を行う

印 印 印 印

初任運転者

⑤  ASV車両の適切な運転方法

⑥ ⑦で実施したドライブレコーダーの記録を利用した運転特性と是正

⑦  全運転の実技 （当該運転者が運転する同一車種区分の車両を運転させ、添乗により指導）

 【準初任運転者指導項目】 □上記①から⑦のうち、④（制動装置の急操作方法に限る）、⑥及び⑦について実施

２ 具体的な内容を乗務員台帳に記載するか、又は、乗務員台帳に実施年月日を記載したうえで、この書類を台帳に添付

受講者名（必須） 受講者名 受講者名 受講者名

④ 危険の予測及び回避（当該運転者が運転する同一車種区分の車両を用いて制動装置の操作方法の指導

実施年月日・時間（必須）
令和 6 年  04月  16日 11

令和 6 年  04月  20日 21:35

本社営業所 指導講師（必須） 大型バス運転歴15年

座 学（①から⑥合計10時間以上） 実技指導（20時間以上）

①  事業用自動車の安全な運転に関する基本事項（運行指示書の遵守を含む）

②  事業用自動車の構造上の特性と日常点検の方法

③  運航の安全及び旅客の安全を確保するために留意すべき事項 （シートベルトの着用徹底等）

貸切バス  （初任者 ・ 準初任者）  特別指導記録簿

営業所名 本社営業所 運行管理者 三俣伸夫



統括管理者 運行管理者 整備管理者

区分

大型

走行時間 走行距離 運行

合計 合計(ｋｍ) 管理者

13:10 発 3:40 160 う９９９

17:00 着 3:40 160 (大型)

8:45 発 6:20 274 う９９９

16:30 着 10:00 434 (大型)

8:45 発 6:50 340 う９９９

16:55 着 16:50 774 (大型)

8:30 発 4:45 215 う９９９

14:35 着 21:35 989 (大型)

発

着

発

着

発

着

発

着

発

着

発

着

発

着

発

着

所見： 問題無く、乗務できる技術を持っている。大型車両にて選任可。

4月20日
安比～西根～雫石 前３日間の研修後も安定した運転状況

で特に大きな問題は無し。
鶯宿～盛岡～車庫

4月18日
雫石～角館～大曲 狭路での速度注意。一般道も良好。ギ

ヤチェンジもスムースで良好。
錦秋湖～車庫

4月19日
岩洞湖～龍泉洞～ 一般道、高速道も安定良好。

給油指導。
北山崎～宮古～遠野

備考

4月17日
平泉～厳美渓～ 安定した運転に付き指導事項は無し。

車間距離に注意する事を説明。
車庫

研修開始日： 令和6年4月17日 研修終了日： 令和6年4月20日

日付 出発/着地 走行地域 指導内容等

運転者添乗指導記録表 (有)みちのく観光バス

（研修運転記録）

研修者氏名： 初任運転者 研修車両： 大型車両










